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沖縄県立 沖縄ろう学校　  　グランドデザイン

校 訓 豊かなことば 強い心 健やかな体

【目指す学校像】
１ 聴覚の障害に関する専門的な教育が行われ、一人一人の可能性を最大限に伸ばす学校

２ 地域における特別支援教育（聴覚障害）のセンター的役割を果たし、保護者、地域

から信頼される学校

３ 個に応じた教育を行うことにより、幼児児童生徒の自己実現と社会参加・自立を

促進し、社会に貢献できる人材を育成する学校

４ 教職員が個々の特性を発揮するやりがいのある学校

一人一人の社会的・生活的・職業的

自立に向けて必要な日本語力や

コミュニケーション力、「生きる力」の

基盤となる能力や態度を育み、

キャリア発達を促す「キャリア教育」を

実践する。

聴覚に障害のある幼児児童生徒の

持てる力を最大限に伸ばし、生きる

力を育み、自立し社会参加できる人

間を育成する。

学校教育目標
○子どもの実態

○保護者の願い

○教師の願い

○地域社会の期待

○社会・経済情勢

○校訓

○沖縄県教育施策

○教育基本法

○学習指導要領

【目指す子供像】
１ 進んで学び、よく考えて行動する子（自立、自主性、表現力、判断力）

２ 心豊かで、思いやりのある子（親切、礼節、感謝、協力）

３ 健康で明るく、たくましい子（元気、明朗、忍耐力、勤労）

【目指す職員像】
１ 子供一人一人を理解し、子供に寄添う教職員

２ 子供の主体性を信じ、授業改善・充実に努める教職員

３ 教育専門家として自信と誇りを持ち、日々の教育実践に取り組む教職員

４ 保護者の思いや願いを受け止め、その期待に応える教職員

５ 教育公務員としての自覚と責任を持ち、同僚性を発揮する教職員

６ チーム学校の一員として、学校運営に主体的に参画する教職員

〇「個別の教育支援計画」及び「個別

の指導計画」の活用を図り、聴覚

に障害のある幼児児童生徒一人

一人の教育的ニーズに基づく

教育実践を行う。

〇保護者・地域・関係諸機関との

連携を密にして、乳幼児期からの

早期教育及び一貫教育の充実を

図る。

〇手話言語条例の施行に伴い、

手話に関する知識と技能の向上

に努める。

〇保護者と協働した持続可能な

ＰＴＡ活動を行う。

〇校内の支援体制を充実させると

共に、保護者や地域、関連機関と

連携して地域のセンター的役割

を遂行する。

〇体験授業やオンライン授業、教育

相談、通級指導教室を充実して、

聴覚障害のある幼児児童生徒の

指導・支援を行う。

〇各広報誌やホームページを活用

して、地域や社会に対して学校の

教育活動の理解啓発を積極的に

行う。

〇学習指導要領の主旨に沿った教育

課程の改善・充実を図り、幼・小・中・

高等部が連携した系統性・一貫性の

ある教育課程の編成を図り、主体的

対話的な学びのある授業改善を行う

〇国語、自立活動を中心に、各教科、

領域等学校の教育活動全体で、幼児

児童生徒の日本語力を高める指導

を行う。

〇手話やＩＣＴ機器の活用等、多様な

視覚的情報保障を充実した「わかる

授業」を行う。

〇学校での教育活動や学校間、居住地

校交流等、多様な場での交流および

共同学習や就業体験等を通して、

自己理解及び他者理解を促し、人間

関係形成能力の発達を目指すと

共に社会で生きていく力の育成を

図る。

〇異年齢での集団生活を通して、相互

の関係や規律を理解する豊かな心

を育む指導の充実を図る。

〇健康でたくましい体づくりを目指す

ため、自ら体力づくりに励む態度を

養う。

〇生活的・社会的・職業的自立に必要

な生活習慣やマナー（身辺整理や

清潔な身なり、時間励行、報・連・相）

などの習慣習得をめざす寄宿舎

職員一人一人が、聴覚障害教育の専

門性を高め、幼児児童生徒一人一人

を大切にして豊かな人間性を育む教

育活動を行うとともに、

県に1校の聴覚障害教育のセンター

校としての役割を発揮する。

教職員がチーム学校の一員と

しての自覚と誇りを持ち、幼児児

童生徒が安全・安心な学校

生活を送るための体制を整え、

教職員が働きやすい学校づくり

をする。

〇幼児児童生徒の安全・安心な教育

活動のため、安全教育の推進と

安全管理の徹底を図る。

〇職員一人一人が人権意識の高揚を

図り、幼児児童生徒、教職員が自他

を大切にし、話しやすい、相談しや

すい環境にする。

〇三師やスクールバス、給食関係者と

の連携をり、感染症防止対策を含め

た安全教育の推進と安全管理を

徹底する。

〇はなさき支援学校と連携した避難

訓練や幼児児童生徒の緊急時対応

マニュアル作成等、安全部を中心に

危機管理徹底する。

〇学校予算の適正・効率的な執行と

私費会計事務の適性・透明化を図る。

〇幼児童生徒の情操を育てる自然豊

かな校内緑化等の環境整備の長期

的なビジョン策定と実施に取り組む。

〇チーム学校として協働する人間関係

づくりを進め、規律遵守および

メンタルヘルスの安定を図る。

〇毎月1回ノー会議デー、定時退勤

デーを設定し、ワークライフバランス

を意識した業務の効率化を進める。

重点目標

具体的方針


